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こ
れ
ま
で
発
行
し
ま
し
た
公
民
館
だ
よ
り
を
、

関
東
宮
良
郷
友
会
の
協
力
で
郷
友
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
覧
下
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
は
、

http://w
w
w
.terra.dti.ne.jp/~m

iyara/

で
す
。

公
民
館
だ
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
！

みやら公民館
平成１９年度
みやら公民館
平成１９年度

　　
関
東
宮
良
郷
友
会
（
宮
良
康
純

会
長
）
の
「
第
25
回
総
会
」
が
３

月
２
日
、
東
京
・
北
区
の
北
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
生
年
祝
い

や
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。
開

会
に
当
た
り
宮
良
会
長
は
「
古
里

で
は
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
が

キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、
成
果
を
あ
げ

た
よ
う
で
す
。
大
嶺
投
手
が
先
発

す
る
公
式
戦
に
期
待
。
応
援
に
行

こ
う
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

東
京
八
重
山
郷
友
連
合
会
会
長
宮

平
隆
介
会
長
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
議
事
で
は
事
業
報
告
、

会
計
報
告
に
続
き
、
役
員
改
選
を

行
っ
た
結
果
、
全
員
留
任
と
な
り

ま
し
た
。
年
男
、
年
女
で
祝
福
さ

れ
た
の
は
砂
川
清
子
さ
ん
（
85
歳
　

旧
姓
・
川
田
）
そ
し
て
還
暦
を
迎

え
た
の
が
宮
良
永
徳
、
宮
良
康
純
、

山
城
直
盛
、
岸
本
京
子
（
旧
姓
・

宇
保
）
さ
ん
ら
。
新
成
人
は
仲
間

薫
君
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹
介
。

新
成
人
の
仲
間
君
は
「
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
優
勝
と
Ｍ
Ｖ
Ｐ
。
そ
し

て
責
任
の
持
て
る
社
会
人
と
し
て

一
日
一
日
を
大
切
に
充
実
し
た
生

活
を
送
り
た
い
」
と
決
意
。
祝
宴

で
は
生
島
の
代
表
的
な
「
赤
馬
節
」

で
座
開
き
、
「
安
里
屋
」
と
続
き
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
仲
里
悦
子
さ

ん
の
パ
ン
チ
の
効
い
た
「
酒
」
を

熱
唱
。
「
遠
き
ふ
る
里
」
「
絆
」

を
メ
ド
レ
ー
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　
　
【
幹
事
長
　
宮
良
栄
宗
】 

関
東
宮
良
郷
友
会
が
総
会

生
年
、
成
人
者
を
祝
福

大勢の郷友が参加し盛上った今年の総会・成人・生年祝い

１月 ３月

１日●嘉利の歌の生演奏

２日●子年生年合同祝賀会(主催：老人クラブ）

４日●平成20年成人式並びに祝賀会

13日●種子取り願い（古謡保存会、種子

　　　取りアヨウなど斉唱）

15日●公民館だより1月号発行

20日●第33八重山毎日駅伝競走大会参加

　　　躍進賞受賞

10日●平成19年度会計監査

12日●公民館運営審議会

15日●年度末総会

22日●役員引継式

29日●東成底光秀翁ｶｼﾞﾏﾔｰ記念、

　　　松竹梅鶴亀舞台幕贈呈式

30日●公民館だより3月号発行

２月
14日●コミュニテー助成事業（宝くじ普

　　　及事業）内定

16日●文化講演会　講師：山根安昇氏　

　　　演題：将来の宮良村を考える

23日●福木、ヤエヤマシタン植樹(オー

　　　セ）

　　●公民館建設期成会準備委員会発足

24日●正月世願い

27日●公民館便り2月号発行

平成20年

平成20年

平成20年

平成20年1月から3月までの主な活動

※平成19年1月から12月までの活動は、平成19年12月号の
　公民館だよりに掲載しています。

平成20年宮良公民館主催成人式＆祝賀会、
宮良村の次代を担う若者にカンパイ！

不
連
続
線
３
月
16
日
（
日
）

八
重
山
毎
日
新
聞
よ
り
転
載

　
葬
儀
だ
け
は
義
理
を
欠
く
わ
け
に

は
い
か
な
い
田
舎
の
習
い
、
し
か
し

続
く
と
家
計
が
も
た
な
い
と
の
声
が

上
が
っ
た
の
も
田
舎
▼
確
か
に
告
別

式
か
ら
始
ま
っ
て
七
周
忌
、
百
日
の

法
要
ま
で
付
き
合
い
だ
か
ら
と
通
い

詰
め
て
は
大
ご
と
。
こ
れ
が
月
に
何

件
も
重
な
っ
た
ら
年
金
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
だ
け
で
な
く
定
収
入
の
な
い

家
庭
は
厳
し
い
▼
そ
こ
で
始
ま
っ
た

の
が
生
活
簡
素
化
運
動
。
香
典
を
一

律
千
円
と
決
め
お
返
し
を
廃
止
し
た
。

と
こ
ろ
が
気
持
ち
の
一
律
化
に
は
不

満
も
。
本
紙
の
蔵
下
、
山
根
両
氏
の

論
争
で
も
火
花
が
散
っ
た
。
気
持
ち

が
大
事
と
は
い
え
相
互
扶
助
も
目
的

と
宮
良
公
民
館
が
再
協
議
の
音
頭
を

と
っ
た
。
▼
身
内
を
急
逝
で
弔
っ
た

委
員
の
話
。
村
の
３
０
０
世
帯
の
会

葬
で
急
場
を
救
わ
れ
た
。
し
か
し
今

時
の
葬
儀
で
は
心
細
い
。
香
典
を
２

千
円
以
内
の
改
定
し
て
引
続
き
お
返

し
廃
止
を
検
討
中
で
す
と
他
地
域
に

は
理
解
を
求
め
よ
う
▼
そ
の
代
わ
り

周
忌
（
ナ
ン
カ
）
は
、
親
戚
主
体
で

営
む
。
四
十
九
日
も
２
千
円
以
内
で

お
返
し
無
し
。
生
活
改
善
に
賛
同
し

ま
す
２
千
円
と
印
刷
さ
れ
た
御
霊
前

袋
を
公
民
館
が
用
意
す
る
こ
と
に
な

っ
た
▼
父
が
彼
岸
の
人
に
な
り
、
い

ざ
蓋
を
開
け
た
ら
２
千
円
の
目
安
に

快
く
応
じ
た
方
が
大
半
。
付
き
合
い

の
度
合
い
で
２
千
円
以
上
の
方
も
。

喪
家
と
し
て
は
遠
路
の
会
葬
だ
け
で

も
十
分
、
霊
前
の
中
身
は
そ
の
次
。

機
を
読
む
に
聡
く
倹
約
の
達
人
で
も

あ
っ
た
故
人
も
了
承
了
承
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
仲
間
清
隆
）

編
集
後
記

　
光
陰
矢
の
ご
と
し
、
月
日
の
経
つ
の
は
早

い
も
の
で
１
年
と
３
か
月
の
公
民
館
役
職
の

重
責
も
無
事
勤
め
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
後
原
館
長
が
昨
年
就
任
に
当
た
り
「
情

報
の
共
有
と
情
報
の
積
極
的
な
発
信
を
し
た

い
。
」
と
抱
負
を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
公
民
館
だ
よ
り
の
毎
月
発
行
に

心
が
け
て
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
字
民
に
公

民
館
の
動
き
や
郷
友
会
の
こ
と
な
ど
毎
月
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
目
的
は
果
た
せ
た

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
や
情
報
化
の
時

代
。
今
、
公
民
館
は
何
を
し
て
い
る
の
か
積

極
的
に
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
字
民
で

情
報
を
共
有
し
村
の
更
な
る
発
展
に
繋
い
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
公
民
館
だ
よ
り
を
最

後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
有
料
広
告
で
公
民
館
だ
よ
り
の

費
用
捻
出
に
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
い

っ
と
ぅ
み
ー
は
い
ゆ
ー
。

　
　
　
　
編
集
長
（
事
務
局
長
）
宇
保
安
博

最初から最後までスマムニで講演を行った、宮
良村出身の山根安昇氏による文化講演会

宮
良
村
の
更
な
る
発
展
に
よ
ろ
し
く
！
各
役
員
同

士
で
が
っ
ち
り
握
手
で
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
新
旧
役

員
引
き
継
ぎ
式

スタジオ撮影・出張撮影・撮影全般
古い写真の複写・複元・着せ替え

DPE・デジタル出力・ポストカード作成

 

３
月
29
日
、
東
成
底
光
秀
さ
ん

か
ら
カ
ジ
マ
ヤ
ー
を
記
念
し
て
の

松
竹
梅
鶴
亀
を
描
い
た
目
出
度
い

舞
台
幕
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
公
民
館
役
員
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
役
員
の
立
会
い
の
も
と
行

わ
れ
長
男
の
克
一
さ
ん
か
ら
後
原

館
長
に
贈
呈
さ
れ
お
披
露
目
さ
れ

ま
し
た
。
舞
台
幕
は
今
後
結
願
祭

や
公
民
館
舞
台
な
ど
で
使
用
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
結
願
祭
で
使
用

さ
れ
て
い
た
紅
型
の
舞
台
幕
は
古

く
な
っ
て
お
り
舞
台
幕
を
新
調
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
今
回

の
寄
贈
は
誠
に
有
難
く
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ア
ニ
シ
カ
ー
の
じ
い
さ
ん
は
、

大
正
２
年
１
月
14
日
に
生
を
受
け
、

昭
和
15
年
、
宮
良
青
年
団
長
、
昭

和
30
年
部
落
会
長
、
昭
和
55
年
に

は
古
謡
保
存
会
長
、
昭
和
59
年
に

は
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
を
務
め
る

ほ
か
、
宮
良
村
誌
の
編
集
委
員
と

し
て
も
ご
尽
力
さ
れ
、
市
制
35
周

年
記
念
式
典
で
は
石
垣
市
政
功
労

者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
お

り
、
村
の
「
オ
ー
デ
ラ
ー
」
は
ほ

と
ん
ど
勤
め
る
な
ど
、
村
の
指
導

者
と
し
て
立
派
な
功
績
を
残
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
、
お
元

気
で
、
百
は
た
ち
ま
で
村
を
見
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

カジマヤー記念で松竹梅鶴亀舞台幕を寄贈東成底光秀翁

15
ヶ
月
全
員
で
ゴ
ー
ル
ま
で
完
走
で
き
た
こ
と
に
全
役
員
に
感
謝
、
感
謝
。
字

民
の
皆
様
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
副
館
長
：
東
嘉
弥
真
恒
芳

カ
ジ
マ
ヤ
ー
を
記
念
し
て
寄
贈
さ
れ
た
舞
台
幕
←


